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はじめに

　生活環の一部あるいは全部を淡水域で過ごす魚類

は，日本では亜種を含め約３００種類が知られている

が，長野県で確認されるのは外来種を含め約６０種類

であり（山本 ２０００），在来種に限れば３２種類とされ

る（長野県 ２００２）。海を持たない内陸県のために総

種数としては多くはないが，魚類は古くより流域住

民の食料蛋白源として，また川遊びの対象や季節の

風物詩として長野県の人々の暮らしと密接に関わっ

てきた（例えば，サケ Oncorhynchus keta について，

市川 １９７７）。

　この研究では，飯縄山麓から長野市の市街地を流

れる浅川の本支流において魚類相調査を行い，流域

全体の魚類相を記述することを目的に行った。また，

浅川流域は過去から現在にいたるまで様々な形で人

間活動の影響を受けてきた地域であり，そのような

人の営みが魚類の分布様式に与える影響についても

論議する。
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長野県北部千曲川支流の浅川の魚類相

北野　聡*・大塚孝一*・富樫　均*・浦山佳恵*・畑中健一郎*

　長野県北部を流れる千曲川の支流である浅川の魚類相を調査した。調査は２００１年８月下旬の４日間に浅川本支流の合

計１９地点において電気ショッカーを用いて行い，１４地点で６科１５属１６魚種を確認した。標高と種数には有意な負の相関

が認められ，標高４００ｍを超える上流域ではサケ科魚類が，中下流域ではコイ科魚類がそれぞれ優占した。これまでに記

録のなかったタモロコ，カマツカ，ギギ，タイリクバラタナゴも確認された。

　

キーワード：浅川，淡水魚，魚類相，標高

*長野県自然保護研究所　〒３８１－００７５　長野市北郷２０５４－１２０

図１　調査地となった浅川の地図．　調査地点のうち１４地点（●）で魚類が確認され，５地点（★）では確認されなかっ
た．
Fig. 1.  Location map of the study reaches (A～S) in the Asakawa stream.　Fishes were captured at 14 reaches (●), but not at 5 
reaches (★).
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　本論に先立ち，今回の電気ショッカーによる捕獲

調査に同意をいただいた北信漁業共同組合に感謝申

し上げる。なお，この成果は研究プロジェクト「信

州の里山の特性把握と環境保全のための総合研究

（平成１３～１７年度）」の成果の一部である。

方　法

調査地の概要

　長野市を流れる浅川は標高１,９１７ｍの飯縄山の山

麓に源をもち，標高３３０ｍ付近の小布施町で千曲川

本流に合流する流程約２０㎞ の河川である（図１）。

河川環境は上流と下流では大きく異なり，河川勾配

は山間部を流れる上流部で約９％，善光寺平を流れ

る下流部では約２％である。浅川の主要な支流とし

ては田子川，駒沢川，南浅川がある。

　浅川は上流域での土砂生産と下流域での土砂堆積

の顕著な河川であり，長野市吉田（標高３６０ｍ）付近

から下流は河床が周辺の土地よりも高い天井川とな

る（千曲川・犀川河川緑地連絡会 １９９３；富樫 ２００２）。

また，土砂災害防止のために上流部には本支流を中

心に数多くの砂防堰堤が作られる一方，中下流部の

ほとんどはコンクリート護岸となっている。

　

魚類の捕獲

　調査は２００１年８月２８日から３０日にかけて，浅川の

本支流に設けられた１９の調査区間（Ａ－Ｓ）で行わ

れた。各調査区間は５０－１００ｍとして，２名の作業員

により２０－３０分間，電気ショッカー（ＤＣ，２５０Ｖ）と

タモ網（目合５㎜）により魚類の採捕を行った。ま

た補足的に投網（目合２０㎜）と三手網（目合１２㎜）

を使用した。採捕された魚は，現場で種を同定し，

体長計測の後に採捕区間に放流した。また現場での

同定が困難な一部の個体についてはホルマリン標本

として研究室に持ち帰り，「日本産魚類検索」（中坊

 １９９３）に従い，魚種の同定を行った。
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（３）（１）（５０）０（３）Ｅ２５．０泥２５３２５水　門浅　川Ａ

（１）１
（１）（３）１７

（１４）
１
（４）

１
（２）（１）（２）５（１０）Ｅ２５．７泥／砂２５３３０豊　野浅　川Ｂ

１１２２１３１９１６
（１４）１０７（７）Ｃ――砂／小礫４－５３３５古　里浅　川Ｃ

７２７
（１）２４（４）Ｅ２４．４小礫３－５３６０吉　田浅　川Ｄ

１４１（１）Ｅ２０．７小礫３－４４６０真光寺浅　川Ｅ

１８２６
（２）１３（３）Ｅ２４．４砂／小礫２－３３５０三　才田子川Ｆ

１８２２（２）Ｅ２５．７砂／小礫３－５３６０吉　田駒沢川Ｇ

０（０）Ｅ――砂／小礫１－２４５０押　田駒沢川Ｈ

０（０）Ｅ２０．５砂／小礫１－２６２０新　安南浅川Ｉ

０（０）Ｅ１８．８砂／小礫１７４０門　沢南浅川Ｊ

１１２２（２）Ｅ２０．７砂／小礫１－３６１０竹ノ下北浅川Ｋ

２２２（２）Ｅ１８．４砂／小礫／中礫２－３６１５三出沢北浅川Ｌ

７１（１）Ｅ１７．９小礫／中礫２６５０北　郷北浅川Ｍ

０（０）Ｅ――小礫２７１０中曽根北浅川Ｎ

０（０）Ｅ１８．０砂／小礫１７８０中曽根左北浅川Ｏ

１１（１）Ｅ２２．８泥／砂／小礫１９００大池下北浅川Ｐ

８１（１）Ｅ１６．０砂／小礫１．５９３０大池左上北浅川Ｑ

１２１（１）Ｅ――泥／砂／小礫１．５９３０大池右上北浅川Ｒ

５１（１）Ｅ１６．３小礫／中礫１－２９５０丸池下北浅川Ｓ

＊１　Ｅ：電気ショッカー，Ｃ：投網
＊２　成魚種数とはＴＬ＞５㎝の魚種数

表１　２００１年８月２８日－３１日におこなわれた浅川魚類相調査のまとめ．調査地点は標高の低い順に配列．数字は成魚
（ＴＬ≧５㎝）の個体数であり，稚魚（ＴＬ＜５㎝）の個体数は（　）内に示した．
Table 1　Summary of fish capture surveys conducted on 28-30 August, 2001.　The numbers of fries (TL < 5㎝) were indicated in 
parentheses.
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結果と考察

魚類の分布様式

　調査を行った１９地点のうち１４地点において合計

３３０個体を捕獲し，１６魚種を確認することができた

（表１）。最も多くの魚種を確認できたのは地点Ｂ

の１０種類であり，標高４００ｍを超えるほとんどの地

点では１種しか確認できなかった。標高と確認種数

との間には有意な負の相関が認められた（Spearman

の順位相関，ｒ＝－０.８６５，Ｎ＝１９，Ｐ＝０.００２）。

　また構成種も流程によって明瞭な違いが認められ，

標高４００ｍ未満の中下流域にはコイ科魚類が多く，

それより高い地点ではサケ科魚類が優占した。ただ

し，標高６００ｍを超える渓流域においてドジョウ

Misgurunus anguillicaudatus や ト ウ ヨ シ ノ ボ リ

Rhinogobius sp. OR，フナ類 Carassius spp. が捕獲さ

れることがあったが，これには河川につながる水田

や溜池といった周辺環境が影響したと考えられる。

　これまでの浅川水系を対象とした魚類調査では，

豊野町近くの浅川本流で８種（長野県土木部 １９９７），

飯綱高原のため池とその流入河川で１５種（長野市 

１９９３，２０００），合計で１７種が記録されている（表２）。

今回は溜池での現地調査を行っていないためワカサ

ギ Plecoglossus altivelis altivelis，オオクチバスMicro-

pterus salmoides salmoides などの止水環境に生息す

る魚種は確認できていないが，流水棲魚類について

はすべてを確認できた。また，中下流の調査地点に

おいて，これまでは記録されていないタモロコ

Gnathopogon elongatus elongatus，カマツカPseudo-

gobio(Pseudogobio)esocinus，ギギPseudobagrus(Pelteo-

bagruss) fulvidraco，タイリクバラタナゴ Rhodeus 

ocellatus ocellatus が確認された。

　

魚類と人との関わり

　今回の報告を含めこれまで浅川水系で記録された

魚類は２１種にのぼる（表２を参照）。これらの魚種は，

意図的・非意図的を問わず何らかの人為的影響のも

とに成立していると考えられる。

　まず外来種（国外原産で移入された種，または侵

入した種）としては，ニジマス Oncorhynchus mykiss，

シナノユキマス Coregonus lavaretus maraena，タイ

リクバラタナゴ，オオクチバスがあげられる。また

国内移入種（国内原産であるが，浅川には従来分布

しないと考えられる種）としては，ワカサギ，オイ

カワ Zacco platypus，ゲンゴロウブナ Carassius cuvieri，

ギギがあげられる。外来種や国内移入種の多くは，

遊漁目的で他の水系から浅川水系に移入されたもの

か，あるいはそれらと同時に混入して分布したもの

と考えられる。例えば，琵琶湖産の稚アユとともに

ギギが他の水系に広がるという指摘があり（森・名

越 １９８９），今回発見された個体についても同様の経

路で非意図的に移入された可能性が高い。

　一方，その他の１３種（イワナ Salvelinus leucomaenis，

サ ク ラ マ ス Oncorhynchus masou masou，ウ グ イ

Leuciscus (Tribolodon) kakonensis，アブラハヤPhoxi-

nus lagowski steindachneri，タモロコ，モツゴPseudo-

rasbora parva，カマツカ，ニゴイ Hemibarbus labeo 

barbus，コ イ Cyprinus carpio，ギ ン ブ ナCarassius 
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現
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査

文
献
調
査

学　名和　名分類群
（科）

種
ナ
ン
バ
ー

＊２Plecoglossus altivelis 
altivelisワカサギキュウリウオ科

 Osmeridae１

○＊２，３Salvelinus leucomaenisイワナサケ科
 Salmonidae２

＊２Oncorhynchus mykissニジマス３

○＊３Oncorhynchus masou
masou

サクラマス
（ヤマメ）４

＊２Coregonus lavaretus
 maraenaシナノユキマス５

○＊１，３Zacco platypusオイカワコイ科
 Cyprinidae６

○＊１，３Leuciscus (Tribolodon)
kakonensisウグイ７

＊２Phoxinus lagowski
steindachneriアブラハヤ８

○Gnathopogon elongatus
elongatusタモロコ９

○＊１，２，３Pseudorasbora parvaモツゴ１０

○Pseudogobio 
(Pseudogobio) esocinusカマツカ１１

○＊１，３Hemibarbus labeo 
barbusニゴイ１２

○＊１，２Cyprinus carpioコイ１３
○＊１，２Carassius cuvieriゲンゴロウブナ１４

○＊２，３Carassius gibelio 
langsdorfiギンブナ１５

○Rhodeus ocellatus
ocellatus

タイリクバラ
タナゴ１６

○＊１，２，３Misgurunus 
anguillicaudatusドジョウドジョウ科

 Cobitididae１７

○＊１，３Silurus asotusナマズナマズ科
 Siluridae１８

○
Pseudobagrus 
(Pelteobagruss) 
fulvidraco

ギギギギ科
 Bagridae１９

＊２Micropterus salmoides
salmoidesオオクチバスバス科 

Centrarchidae２０

＊２Rhinogobius sp. CBシマヨシノボリハゼ科
 Gobiidae２１

○＊３Rhinogobius sp. ORトウヨシノボリ２２
＊１：「建設省河川水辺の国勢調査」（１９９７）
＊２：「長野市飯綱高原の豊かな自然環境基本調査」（１９９３）
＊３：「長野市誌，第１１巻，資料編」（２０００）

表２　既存の文献調査と今回の現地調査により浅川で確
認された魚類のリスト．
タモロコ，カマツカ，タイリクバラタナゴ，およびギギ
は，今回の調査ではじめて確認された．
Table 2 List of fish fauna recorded by the previous study (left 
column) and present study (right column) in the Asakawa 
stream.



gibelio langsdorfi，ドジョウ，ナマズ Silurus asotus，

トウヨシノボリについては従来の知見（中村 １９８０）

に照らせば，浅川水系の在来種として差しつかえな

いであろう。ただし，これらの中にも，放流記録が

残されている事例（例えば，北浅川のイワナとヤマ

メ）や自然分布とは考えにくい事例（例えば，渓流

域のギンブナ）などが認められ，放流によって種の

分布様式や遺伝的構成などが従来とは大きく異なっ

ている可能性もある。

　シマヨシノボリ Rhinogobius sp. CBが確認されて

いる調査報告（長野市 １９９３）があるが，本来は千曲

川水系に分布しない魚種であることから再調査を含

め詳細な検討が必要と思われる。

　今回確認されなかったが，かつては生息した可能

性のある魚類としては，海と川を行き来するサケ O. 

keta，ウナギAnguilla japonica，アユPlecoglossus alti-

velis altivelis なども自然分布していた可能性は高い。

また，メダカ Oryzias latipes，アカザ Liobagrus reini，

シマドジョウ Cobitis biwae，カジカ Cottus pollux な

どは，周辺の水系に生息していることから，さらに

詳細な現地調査を行うことで確認されるかもしれな

い。

　

人工構造物の影響

　水域に作られた人工構造物のうち特に砂防堰堤，

河川改修，溜池と魚類との関連について以下にまと

める。いずれも浅川水系の自然環境として重要な要

素であり，今回確認された魚類群集の構成や現存量

にも大きな影響を与えていると考えられる。

　砂防堰堤（ダム）：一般にダムや堰堤の建設は水路

を通じた水生生物の移動を妨げる。浅川には多くの

砂防堰堤が建設されており，中上流域は細かく寸断

されている。例えば，標高４００ｍ（長野市檀田）から

８００ｍ（長野市中曽根）にかけての浅川本流につい

ては，１９９３年国土地理院発行の２万５千分の１地形

図に記載されているだけでも７箇所の堰堤が確認で

きる。これらの堰堤のほとんどは数メートルの堤高

があり，また魚道が設置されていないことから，下

流から魚類が侵入することができない。堰堤によっ

て孤立した上流個体群は，集団サイズが縮小し遺伝

的多様性が低下するなど個体群の存続にとって極め

て危機的な状況に陥ることもある（原田 １９９９）。今

回，魚を確認できなかった調査地点はいずれも浅川

上流域の堰堤上流部にあたるが，これは堰堤が魚類

の生息状況に大きな影響を与えた結果かもしれない。

また浅川が流入する千曲川の飯山市下流には昭和１４

年に東京電橙（現東京電力）により西大滝ダムが建

設され，これを境に千曲川流域のサケ漁獲量は激減

した（千曲川・犀川河川緑地連絡会 １９９３；北陸建設

弘済会 ２００１）。魚道が設置された今日でもダム上流

部へのサケの遡上はほとんどなく，アユやウナギを

含め海と川を行き来する魚は浅川まで辿り着けない

状態が続いている。

　河川改修：河川改修は一般に多くの魚類の生息に

負の影響を与える。例えば，河道の直線化は水深や

流速，底質の多様性を低下させることが多いが，魚

種によって環境の選好性が異なったり，単一魚種で

も生活史の各段階で多様な環境を必要とすることか

ら，環境が均質になることで魚類群集の多様性は損

なわれると考えられる（森 １９９８）。一方，オイカワ

のような魚種は河道の直線化に伴って増加するとい

われており（天竜川上流工事事務所 １９９９），改修に

ともなって優占種が変化することもある。浅川の中

下流域ではほとんどの場所で河川改修とコンクリー

ト護岸が施されているが，これが実施されていなけ

ればさらに多様な魚類群集を確認できただろう。

　溜池：飯綱高原には古くから多くの農業用溜池が

造成されてきた。水面は農業用水の供給という目的

だけでなく，時として魚類の増殖場としても利用さ

れた。例えば，猫又池については，１９７９年にコイ，

１９８４年にシナノユキマスを放流した記録がある。ま

た上水内郡誌編纂会（１９６５）によれば，浅川大池，

猫又池および上蓑ヶ谷池でコイの養殖が行われてい

たという。さらに，長野市（１９９３）には，上一ノ倉

池には，ゲンゴロウブナが継続的に放流されている

こと，浅川大池に隣接した河川ではヤマメとイワナ

の孵化養魚場があり周辺に逃げ出している可能性が

あることが記述されている。またオオクチバスは

１９８０年代後半から飯綱高原の溜池での生息が確認さ

れていたが（長野市 １９９３），近年のバス釣りブーム

とそれに伴う無秩序な放流行為によって生息域を広

げていると思われる。例えば，１９９３年の報告ではオ

オクチバスが確認されていない大座法師池や浅川大

池にも今日ではオオクチバスが生息し，夏から秋に

かけては湖畔に多くのバス釣師を見かけるように

なった。

　今回の現地調査で浅川上流の渓流域においてギン

ブナやドジョウ，トウヨシノボリが確認された事例

は，溜池からの魚類の移動を示唆するものである。

また溜池は河川流量や温度環境，栄養塩濃度の改変
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を通じて河川の生態系に様々な影響を及ぼしている

と考えられる。

おわりに

　長野市から豊野町にかけて流れる浅川の自然環境

は，過去から現在に至るまで人間活動の影響を強く

受けてきた。生息する魚類相もその影響を色濃く反

映しているのであるが，魚類相そのものは必ずしも

貧弱ではなく，むしろ短い流程区間に多様な魚類が

生息する貴重な空間ととらえることもできるだろう。

最近では体験学習や環境教育の場としての利用も多

くなっており（松岡 ２０００），水生生物の分布や生態

についてさらに知見を集積することが期待される。
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Abstract

　Freshwater fish fauna of Asakawa stream, a tributary of the Chikuma River running through the northern Nagano 

Prefecture, was surveyed by electrofishing during late August in 2001.　A total of 16 species (330 individuals) were 

captured at the 14 sites of 19 study reaches.　The number of species was negatively correlated with the elevation, where 

predominate fish species varied from cyprinid to salmonid fish along the elevation.

　

Key words: Asakawa stream, Nagano Prefecture, freshwater fish, fauna, elevation 
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